
Ｑ１．校内研究をどう推進するか？

先生方の熱い情熱が
授業へ反映されることを祈って

～飯田西中学校研究主任，大澤先生の研究推進の取組から～

Ｑ２．校内研究をどう共有していくか？

【家庭学習グループの発表】

こんなことやってみませんか。
私たち教職員がサポートします。

①自分の家庭学習を自分でプランニング
②週１回の自主学習ノート提出
③何につまづいているのだろうΝ相談タイム
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【ICTグループの発表】
学習の充実と質の向上を目指して

全国学調から生徒の実態はこんな傾向が！
●授業以外に家で勉強する時間が少ない。
●計画を立てて勉強している生徒が少ない。
○「授業は自分にあった教材，学習時間になって

いた」と回答する生徒は多い。Ҧ授業には肯定的

「研究の指針」として，研究推進のイメージを図に表し
てみることで，各研究会の目指す方向がはっきりすると共
に，全職員で意識を共有することができます。

研究主任の大澤先生は，「先生方の熱い情熱
が授業へ反映されることを祈っています」と
語っていました。研究を日々の授業改善にいか
すという思いが表れています。研究主任の先生
が，研究は何のためにするのかを示すことで，
先生方の目的意識も明確になってきます。

９月に「研究の日」を企画。年度途中に，各研究グループの取組について発表
し合う場を設けることで，研究推進の状況を全職員で共有することができます。
ここでは，２つのグループの発表を紹介します。

授業には前向きに取り組むが，
家庭学習に課題がありそう。
生徒たちの家庭学習の仕方を
見直す機会を提供したい。

各グループの提案を受け，研究テーマである「個に応じた指導の充実を図る」ために取り組むことを
共有することで，先生方が同じ意識で，その後の各教科の授業改善に生かそうとする先生方の目的意識
につながります。

個に応じた指導の充実を図るために，「ＩＣＴ」を活用し，
個にあった教材や学び方を提供すること。「ＵＤ」の視点か
らの生徒にとってわかりやすく学びやすい授業を目指すこと。
生徒が自分に合った「家庭学習」に取り組むことができるよ
うにすること。この点から３つのグループを構成し，関連さ
せながら各教科の授業改善に向かうようにしました。そして
この研究推進のイメージを右のような図に表しました。

各グループの研究を，全職員で
どう共有すれば，授業改善につな
げていくことができるかな。

飯田西中の目指す方向に向かっていくための
研究グループはどうすればいいかなあ。

「フォームでの振り返り」
や「学習発表会でのWebサ
イトによる発表」等，今後
の個に応じた指導の充実に
つながる活用の方向を全職
員で共有し，授業で活用し
ていきましょう。 ＜生徒へ提案＞

今年度の飯田西中学校の研究テーマ

「関わり合う～個に応じた指導の充実を図るために～」
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関わり合う場
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家庭学習グループ
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グループ協議では，グループの先生方と自己課題に向けた実践を共有しました。

グループ協議を終えてΧ
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指導主事
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学校訪問を振り返って
～つながり，ひろがる授業改善へ～

今年度は，新型コロナの感染対策をとりながら，各学校で実施方法を工夫し，教育課程研究協議会を
はじめ様々な研究会が実施されました。そのような中，南信教育事務所では昨年度より多くの訪問要請
をいただきました。訪問を通して先生方の「教師自身の学びを止めない」という熱意を感じました。

1回目の訪問

６月
研究授業

と
振り返り
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２回目の訪問

８月

単元構想
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３回目の訪問

10月
研究授業

と
振り返り
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研究主任

授業者

全校（他教科や他学年）の先生

※訪問数は２月末現在

※ 研究会を広い会場で行い参加者同士の距離をとり，付箋ツール
を用いて意見を出し合う等，感染対策をとって実施しました。
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